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公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新
聞

協
会
（
積
田
朋
子
理
事
長
）
は
、

10
月
21
日
に
東
京
・
千
代
田
区
内

幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
孔
雀
東
の

間
」
に
お
い
て
「
第
78
回
新
聞
週

間 

日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
15

日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
る
新
聞
週

間
に
合
わ
せ
、
当
協
会
の
最
大
の

文
化
的
事
業
・
公
益
目
的
事
業
で

あ
り
、
か
つ
専
門
新
聞
と
し
て
社

　日本専門新聞協会は、第78回新聞週
間にちなみ｢新聞週間キャッチフレーズ｣
を全国から募集していたが、その入選が
次のように決まった。（敬称略）

〈
優
秀
作
〉

　

ネ
ッ
ト
で
は 

届
か
ぬ
領
域 

専
門
紙

　

独
自
の
視
点
で 

未
来
を
照
ら
す　

  

福
富
さ
く
ら（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
Ａ
Ｉ
に 

映
ら
ぬ
真
実 

専
門
紙

　

現
場
で
拾
い 

確
か
に
伝
え
る  　
　

  

江
口
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
経
済
新
聞
社
）

〈
佳
　
作
〉

　

混
沌
の 

情
報
時
代
を 

見
極
め
る

　

確
か
な
ツ
ー
ル 

専
門
紙　
　

       
 

仁
井
田
京
子（
一般
応
募
）

入選キャッチフレーズ

例年、盛況の講演会会場

日本専門新聞特集号

会
の
期
待
に
応
え
る
決
意
を
内
外

に
示
す
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。
幅
広
い
国
民
の
皆
様
、
専
門

紙
読
者
、
政
官
界
、
経
済
界
を
は

じ
め
各
国
大
使
館
な
ど
多
く
の

方
々
を
招
い
て
お
り
、
時
局
講
演

会
、
式
典
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
多

数
の
出
席
が
見
込
ま
れ
る
。

　

協
会
は
、
今
年
度
に
役
員
改
選

を
行
い
、
初
の
女
性
の
ト
ッ
プ
が
選

出
さ
れ
た
。
今
回
は
、
積
田
新
理

事
長
が
大
会
会
長
と
し
て
開
催
す

る
最
初
の
大
会
と
な
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
1
部
は
午
後

2
時
30
分
か
ら
、
笹
川
平
和
財

団
上
席
フ
ェロ
ー 

渡
部
恒
雄
氏
を

講
師
に
招
き
「
ト
ラ
ン
プ
が
変
え

た
世
界
と
日
本
の
戦
略
」
と
題
す

る
講
演
会
が
行
わ
れ
る
。

　

渡
部
氏
は
、1
9
8
8
年
東
北
大

学
歯
学
部
卒
業
、
歯
科
医
師
と
な
っ

た
が
社
会
科
学
へ
の
情
熱
を
捨
て
き

れ
ず
、
1
9
9
5
年
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
で

政
治
学
修
士
課
程
修
了
、
ワ
シ
ン

ト
ン
D
C
の
C
S
I
S（
戦
略
国
際

問
題
研
究
所
）
に
入
所
。
主
任

研
究
員
を
経
て
上
席
研
究
員
と
な

り
2
0
0
5
年
4
月
に
日
本
に
帰

国
。
以
来
C
S
I
S 

で
は
非
常
勤

研
究
員
を
努
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

三
井
物
産
戦
略
研
究
所
主
任
研
究

員
、
東
京
財
団
政
策
研
究
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
兼
上
席
研
究
員
を
経
て
、

2
0
1
6
年
笹
川
平
和
財
団
特
任

研
究
員
、
2
0
1
7
年
上
席
研
究

員
と
な
り
2
0
2
4
年
よ
り
現
職

で
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
外
交
・

安
全
保
障
政
策
、
日
米
関
係
、

米
国
の
政
策
分
析
に
携
わ
り
、
国

際
問
題
を
わ
か
り
易
く
解
説
す
る

な
ど
、
テ
レ
ビ
各
局
の
報
道
番
組

で
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、
国
際
安

全
保
障
、
防
衛
外
交
な
ど
を
テ
ー

マ
と
す
る
数
多
く
の
著
書
が
あ

る
。

　

引
き
続
き
午
後
4
時
15
分
か

ら
第
2
部
式
典
が
開
か
れ
、
大
会

会
長
の
積
田
理
事
長
挨
拶
、
文
化

庁
長
官
の
祝
詞
が
あ
り
、
来
賓
挨

拶
、
そ
し
て
国
際
交
流
を
行
っ
て

い
る
韓
国
専
門
新
聞
協
会
か
ら
の

挨
拶
、
さ
ら
に
加
盟
社
代
表
者
顕

彰
、
優
良
社
員
表
彰
、
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
表
彰
お
よ
び
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
の
発
表
が
行

わ
れ
、
最
後
に
大
会
ア
ピ
ー
ル
が

発
表
さ
れ
る
。

　

第
3
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
5

時
45
分
に
開
会
し
、
大
塚
一
雄
政

治
連
盟
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝

辞
、
そ
し
て
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
抽
選

な
ど
が
行
わ
れ
親
睦
を
深
め
る
。

令和7年
第78回
新聞週間

日本専門新聞大会
フェスティバル

渡部 恒雄氏が講演第１部

大会アピール

大会スローガン

　いま、世界は混迷と分断の時代に直面している。米国の相互関税問題に端を発し
た経済対立は国際貿易の秩序を揺るがし、政治面では、反トランプ体制を見据える中、
中国・ロシア・北朝鮮が力による現状変更も辞さない構えを強め、ウクライナや台湾を巡
る緊張が一層高まり、世界の安定が脅かされている。
　国内に目を転じると、物価高騰や移民政策への対応を巡って与党は選挙で大敗。
政局は依然として不安定な状況が続いている。一方で、AIの急速な普及やSNSの影
響力拡大は、メディアの在り方そのものを根底から問い直している。
　こうした不透明で価値観が揺らぐ時代だからこそ、私たち専門新聞は、専門性に根
ざした深い知見と、事実に基づいた報道によって、複雑化する社会課題に誠実に向き
合い、決して揺らぐことのない姿勢で真実に向き合う。ここに、私たちは、専門新聞とし
ての矜持を胸に、自由で強靭、そして持続可能な社会の実現に向け、言論の使命を果
たし続けることを力強く宣言する。

● 日本の未来を照らす情報を、迅速かつ正確に発信していこう！
● すべての専門新聞への消費税軽減税率の適用を実現しよう！
● 国民の知る権利に応えるため、第三種・第四種郵便制度を堅守しよう！

第78回 日本専門新聞大会

渡部 恒雄先生

　日本専門新聞協会は、新聞週間に合わせて加盟社の社員に対し表彰を行っている
が、令和7年度は総勢16名を表彰することになった。
≪表彰≫ （敬称略）
功労章
入澤　亨 （官庁通信社）
功績章
藤田　貴也 （医薬経済社）

西村　旦 （カーゴ・ジャパン）

吉竹　寛恭 （燃料油脂新聞社）
優良社員表彰
寺下　正明 （環境新聞社）

小林　茉莉 （観光経済新聞社）

加賀谷　麗子  （建設新聞社）

橋本　卓史 （建設新聞社）

総勢16人を表彰

優良社員表彰
髙橋　治登 （建設新聞社）

髙島　さゆり （建設新聞社）

千葉　純広 （建通新聞社）

中粉　南 （日本工業経済新聞社）

本間　亨 （日本工業経済新聞社）

稻本　登史彦 （日本電気協会新聞部）

工藤　勇祐 （日本電気協会新聞部）

菅野　太輔 （福島建設工業新聞社）
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第
78
回
新
聞
週
間
、
日
本
専
門
新
聞
大

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
ず
始
め
に
、
今
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

攻
撃
な
ど
戦
火
の
中
で
悲
惨
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
多
勢
の
人
々
が
お
り
ま
す
。
戦

争
が
終
わ
り
一
日
も
早
く
元
の
暮
ら
し
に
戻

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
国
会
議

員
の
皆
様
、
文
化
庁
よ
り
山
田
亜
紀
子
国

語
課
長
、
韓
国
専
門
新
聞
協
会
よ
り
金
光

卓
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
22
年
に
設
立
さ
れ
今
年
79
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
数
多

く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
専
門
新
聞
の
火
を

消
す
こ
と
な
く
今
日
ま
で
発
展
さ
せ
て
こ
ら

れ
た
、
多
く
の
諸
先
輩
の
皆
様
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

当
協
会
は
現
在
、
国
会
、
国
土
交
通
省
、

東
京
都
に
記
者
会
を
持
ち
、
迅
速
・
正
確
・

公
正
な
報
道
活
動
に
よ
り
各
専
門
分
野
の
産

業
を
下
支
え
し
、
日
本
の
経
済
発
展
に
寄
与

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
専
門
新
聞
と

し
て
の
矜
持
を
失
う
こ
と
な
く
、
日
々
の
た

ゆ
ま
ぬ
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

園
遊
会
に
ご
招
待
を
い
た
だ
く
な
ど
日
本
の

社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
24
年
に
は
内
閣
府
よ
り
日
本
の
専
門
新

聞
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
唯
一
の
公
益
法
人
の

認
定
を
受
け
「
公
益
社
団
法
人 

日
本
専
門

新
聞
協
会
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

　

私
は
本
年
5
月
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て

理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

未
来
に
向
け
て
歴
史
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

考
え
た
と
き
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
理
事
長
と
し
て
の
「
使
命
」
は

大
き
く
4
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
は
、
記
者
会
を
通
じ
た
専
門
新
聞
報

道
支
援
事
業
、
日
本
専
門
新
聞
大
会
事
業

な
ど
国
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
公
益
事
業
を

真
摯
に
、
確
実
に
行
っ
て
公
益
法
人
と
し
て

の
使
命
を
完
遂
し
て
い
く
こ
と

　

第
二
は
、
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
専
門

紙
・
通
信
誌
を
発
刊
し
て
い
る
加
盟
社
の
事

業
運
営
に
お
役
に
立
つ
、
ま
た
経
営
に
資
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

　

第
三
は
、
78
年
の
歴
史
で
協
会
が
培
っ
て

き
た
「
専
門
新
聞
が
日
本
社
会
に
貢
献
し

て
き
た
財
産
」
を
守
って
い
く
こ
と

　

第
四
は
、
専
門
新
聞
業
界
全
体
の
発
展
の

た
め
に
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
日
本
専
門

新
聞
協
会
を
末
永
く
存
続
さ
せ
て
い
く
た

め
、
現
在
の
時
流
に
伴
う
組
織
の
改
善
、
修

正
な
ど
を
行
って
い
く
こ
と

　

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
新
聞
業
界
は
A
I
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
で
転
換
期
に
あ
り
、
大
変
厳
し
い

事
業
運
営
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
私
た
ち
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
専
門
紙
・
通
信
誌
を
発
刊
し

て
い
る
皆
さ
ま
の
先
頭
に
立
ち
、
国
民
の
み

な
さ
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ど
う

ぞ
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
こ
の
歴
史
の
あ
る
大
会
で
表
彰
さ
れ

ま
す
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
こ
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
は
、
公
益
法
人

と
し
て
の
「
公
益
目
的
事
業
」
で
あ
り
多
く

の
国
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
、
新
聞
な
ら
で

は
の
、「
文
字
・
活
字
文
化
の
発
展
」
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
協
会
の
「
使

命
」
を
ま
さ
に
体
現
し
て
い
る
事
業
と
し
て

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
有
意
義
な
時
間
を

お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま

す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
、
多
数
ご
参

集
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
開
催

に
あ
た
り
ま
し
て
日
本
専
門
新
聞
協
会
を
代

表
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
10
月
21
日

　

日
本
専
門
新
聞
大
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
、
公
明

両
党
が
敗
北
し
、
政
権
与
党
の
議
席
が
参

院
で
も
過
半
数
を
割
り
込
む
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
野
党
第
一党
の
立
憲
民
主
党
も
伸

び
悩
み
、
国
民
民
主
党
、
ま
た
参
政
党
、

チ
ー
ム
み
ら
い
な
ど
の
新
興
勢
力
が
躍
進
い

た
し
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
わ
れ
わ
れ
専
門

新
聞
に
馴
染
み
の
深
い
一
部
の
議
員
先
生
が

本
願
成
就
な
ら
ず
、
国
会
を
追
わ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
多
文
化
共
生
社
会
を

希
求
す
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
日
本
で
も

排
外
主
義
が
台
頭
し
た
の
が
特
徴
で
し
た
。

政
治
の
世
界
も
一
気
に
混
沌
と
し
た
状
況
の

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
参
院
選
の
結
果
で
最
も
注
目
さ
れ
る

の
は
、
若
い
層
の
自
民
党
離
れ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
生
を
長
く
生
き
る

若
者
の
投
票
行
動
は
、
決
定
的
に
重
い
も
の

と
認
識
す
べ
き
で
し
ょ
う
。「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
保
守

化
の
動
き
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く
の
か
ど

う
か
。
ま
た
分
断
や
排
外
主
義
は
今
後
も

広
が
る
の
か
ど
う
か
。
自
公
両
党
が
党
勢

を
ど
れ
だ
け
挽
回
で
き
る
の
か
。
今
後
も
大

い
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
は
政
党
ポ
ス
タ
ー
や
選

挙
カ
ー
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
に
加
え
、
X
（
エッ

ク
ス
、短
文
投
稿
サ
イ
ト
）や
You
Tu
be

（
動
画
共
有
サ
イ
ト
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
主
戦
場
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
政
治
の
か
じ
取
り
が
難
し
い
時
代
に

わ
れ
わ
れ
専
門
紙
業
界
は
、
メ
デ
ィ
ア
事
業

に
理
解
が
あ
り
真
に
専
門
新
聞
を
ご
支
援
い

た
だ
け
る
政
治
家
の
先
生
方
に
大
い
に
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
与
党
で
あ
る

自
民
党
・
公
明
党
政
権
と
の
こ
れ
ま
で
の
関

係
を
基
軸
と
し
つつ
、
幅
広
い
連
携
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
数
政
党
分
裂

化
の
時
代
に
、
霞
が
関
官
僚
層
と
の
付
き
合

い
を
よ
り
深
め
る
こ
と
も
今
後
大
い
に
必
要

視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
や
世
界
的
に
ネ
ッ
ト
社
会
が
全
盛
と
な

り
、
無
秩
序
で
偏
っ
た
報
道
や
フ
ェ
イ
ク

ニュ
ー
ス
、
心
な
い
誹
謗
中
傷
、
詐
欺
な
ど

が
常
態
化
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
の
秩
序

や
地
域
社
会
、
産
業
界
を
守
る
た
め
に
も
、

公
平
・
公
正
に
情
報
を
伝
え
る
わ
れ
わ
れ

専
門
紙
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま

す
増
し
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
設
立
以
来
、
諸

先
輩
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
国
内
で
は
一
般

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
に
次
い
で
、
78

年
の
伝
統
と
、
平
成
24
年
か
ら
公
益
社
団

法
人
日
本
専
門
新
聞
協
会
と
し
て
格
式
の

あ
る
専
門
新
聞
団
体
と
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
政
治
連
盟
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

専
門
新
聞
協
会
を
政
治
的
な
立
場
か
ら
補

完
し
、
加
盟
各
社
の
事
業
経
営
に
資
す
る

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
、
よ
り
積

極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
会
員

各
位
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
政
治
連
盟
会
長
と
し

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
7
年
10
月
21
日

日本専門新聞特集号 挨拶第78回

戦
後
80
年
、日
本
の

政
治
体
質
構
造
変
革
の
時
代
へ

専
門
新
聞
の
発
展
の
た
め
に
！

会 

長
　
大 

塚
　
一 

雄

日
本
専
門
新
聞
政
治
連
盟

理
事
長
　
積 

田 

朋 

子

公
益
社
団
法
人 

日
本
専
門
新
聞
協
会

読者総数は1,200万人に専門分野から厳選された
協会加盟社80社

『複眼的報道の塔』

時代を見すえ悠久の時を刻む
ソーラー電波時計

　平成16年10月、25年後の後進に夢を託し、塔の基礎
部分には当協会の歴史と伝統を次の世代に伝えるた
め、各加盟社発行の記念紙に記念品を添えて収納し建
立したものです。
　石原慎太郎元東京都知事をはじめ、都議会議長、建
設局長等の協力と支援を得て、都立公園では130年と
最も古く、由緒ある芝公園内に、ソーラー三面電波時計
付き「複眼的報道の塔」を建立・寄贈したものです。

芝公園のもみじ谷の
モニュメント

役員活動体制

＜協会役員・顧問＞
名誉会長 波田幸夫 （環境新聞社）

理事長 積田朋子 （観光経済新聞社）

副理事長 石井貞德 （旅行新聞新社）

〃 河合良紀 （建設新聞社）

〃 金子眞紀子 （国際農業社）

専務理事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）

常任理事 仁平英紀 （東京交通新聞社）

〃 篠本　勝 （日本水道新聞社）

〃 間庭正弘 （日本電気協会新聞部）

理事 有馬弘純 （塗料報知新聞社）

〃 向田克巳 （薬事日報社）

監事 水野純治 （日本歯科新聞社）

〃 秋山智昭 （秋山法律事務所）

顧問 大塚一雄 （金融タイムス社）

〃 入澤　亨 （官庁通信社）

＜政治連盟役員・顧問＞
会長 大塚一雄 （金融タイムス社）

幹事長・会計幹事 仁平英紀 （東京交通新聞社）

副幹事長・会計幹事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）

幹事 大林洋介 （教育新聞社）

〃 有馬弘純 （塗料報知新聞社）

監査 林　初男 （日本工業経済新聞社）

〃 秋山智昭 （秋山法律事務所）

名誉顧問 波田幸夫 （環境新聞社）

日本専門新聞大会フェスティバルに
協賛いただいている企業様

有限会社
協同新聞出版発送所

電話 ： 03-3375-3661～2
http://kyoudou-1954.jp/

情報印刷株式会社
電話：03-3262-5740

http://www.johopt.com

株式会社きかんし
電話：03-5534-1234

https://www.kikanshi.co.jp/

昭和情報プロセス
株式会社

電話：03-3452-8451
https://www.showa-joho.co.jp

株式会社サンビジネス
電話：03-3455-5294

https://www.sunbi.co.jp

株式会社東伸社
電話：03-5638-0250

https://www.toshinsha.co.jp

株式会社晃栄社
電話：03-3814-2646
FAX：03-3812-4365

勝美印刷株式会社
電話：03-3812-5201

https://www.shobix.co.jp
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第78回新聞週間
第32回日本専門新聞 写真コンクール

　

令
和
7
年
の
専
門
新
聞
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
は
、協
会
の
皆
様
、各
加
盟

社
の
協
力
に
よ
り
、協
会
員
は
も
と

よ
り
、一
般
読
者
の
皆
様
の
作
品
が

今
年
も
1,
0
1
7
点
を
数
え
ま

し
た
。嬉
し
く
皆
様
に
感
謝
で
す
。

　

審
査
は
例
年
通
り
、関
口
照
生
、

林
義
勝
、と
も
に
日
本
写
真
家
協

会
会
員
の
両
名
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に

は
、一
般
公
募
の
林
巧
氏「
家
族
で
見

る
夏
夜
の
空
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の一
枚
作
品
で
す
。い

つ
も
目
に
す
る
花
火
の
作
品
は
美

し
い
色
と
構
成
を
中
心
と
し
た
も

の
が
多
い
の
で
す
が
、こ
の
作
品
か

ら
は
花
火
を
楽
し
む
家
族
や
カ
ッ

プ
ル
の
姿
が
ほ
の
ぼ
の
と
感
じ
ら

れ
、花
火
の
ス
ケ
ー
ル
感
も
含
め
素

晴
ら
し
い
構
成
と
と
も
に
秀
逸
な

作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
事
長
賞
は
一
般
公
募
の
中
本

則
昭
氏「
哀
悼
」3
枚
組
で
す
。

1.
17
阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ

め
、そ
の
後
の
3.
11
東
日
本
大
震

災
と
多
く
の
地
域
で
様
々
な
震
災

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。時
が
経
て

も
悲
し
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。そ

ん
な
心
の
様
を
3
枚
の
写
真
に
託

し
て
く
れ
ま
し
た
。日
本
専
門
新

聞
協
会
理
事
長
賞
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
で
す
。

　

審
査
委
員
長
賞
は
一
般
の
櫻
井

勝
美
氏「
ハス
花
終
焉
の
日
」で
す
。

ハ
ス
の
美
し
い
写
真
は
多
く

拝
見
し
て
き
ま
し
た
が
、ハス

の
花
の
散
り
際
を
撮
っ
た
作

品
は
初
め
て
拝
見
し
ま
し

た
。散
り
行
く
花
の
淋
し
さ

の
中
に
も
何
か
荘
厳
さ
が
あ

る
、し
っ
か
り
し
た
技
術
の
賜

物
で
し
ょ
う
か
。色
調
、フ
ォ
ー
カ
ス

と
も
に
計
算
さ
れ
た
作
品
で
す
。

散
っ
た
花
び
ら
の
カ
ッ
ト
に
も
う
少

し
感
動
が
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

　

加
盟
社
特
別
賞
は
仁
平
英
紀

氏
の「
彩
り
添
え
る
会
場
輸
送
バ

ス
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。大
阪
関
西

万
博
の
ス
ケ
ー
ル
を
表
す
裏
方
で

あ
る
会
場
輸
送
バ
ス
に
焦
点
を
合

わ
せ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。万

博
会
場
を
取
り
巻
く
大
屋
根
リ
ン

ク
が
会
場
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
想
像

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

秀
作
は
15
点
選
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。特
に
加
盟
社
の
作
品
が

多
く
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能

の
進
歩
が
著
し
く
ス
マ
ホ
で
の
作

品
も
多
く
な
る
と
推
察
さ
れ
ま

す
、A
I
の
普
及
で
写
真
の“
様
”

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
に
対
し
て
の
対
応
が
必

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

審
査
委
員
長
講
評

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

審査委員長賞
ハス花終焉の日

櫻井勝美／ 一般応募

　この度は審査員長賞をいただきありがとうござい
ます。今回の作品はいつも撮影させていただいてい
る前橋市にある乗明院という、地元ではハスのお寺
として有名な場所で撮影しました。朝から撮影に入
り満開の花から花びらを半分ほど落とし、最後は池
の水面に落ちた花びらでハス花終焉の一日を 3 枚組
で表現しました。冬の寒い時期に池を手入れして、
綺麗な花を咲かせる住職に良い報告が出来ます。

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

入
選
作
品
19
点
決
ま
る

公
益
社団法人
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
78
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
愛
好
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
写

真
・
読
者
を
対
象
に
「
第
32
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
委
員
会
、
理
事
会
で

そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
作
品
が
決
定
。
受
賞
者
は
10
月
21
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

文部科学大臣賞
家族で見る夏夜の空

林　巧 ／ 一般応募

　毎年家族で見に行ってい
る三重県津市花火大会。花
火が始まると子ども達の

「ワァー、綺麗」と言う声が
聞こえてきます。海岸 3km
どこから見ても視界いっぱ
いに見ることができ、子ど
も達の目には夜空に輝く花
が一生忘れられない夏の思
い出として残ることでしょ
う。このような栄誉ある賞
をいただき感謝いたしま
す。子ども達の成長記録に
残したこの一枚が僕の宝
物です。

理事長賞
哀悼

中本則昭／ 一般応募

　この度は理事長賞という大きな賞をいただき、とても嬉
しく光栄に思います。また、選出していただいた諸先生方
にも心からお礼を申し上げます。この作品
は、阪神淡路大震災が 2025 年で 30 年を迎
えることになり、私自身も震災の被害者で
あり、何とか写真で語り部をと思い撮った
写真です。写真は、奥が深くむずかしいも
のですが、これからもよい写真が撮れるよ
う精進していきたいと思います。



令和7年10月21日（火）（4）

第78回新聞週間    第32回  日本専門新聞 写真コンクール
加盟社社員・読者及び一般応募　全国から1,017点

秀　作

文部科学大臣賞
家族で見る夏夜の空 林　　　巧 一般応募
理事長賞
哀悼（３枚） 中山　則昭 一般応募
審査委員長賞
ハス花終焉の日（３枚） 櫻井　勝美 一般応募
加盟社特別賞
彩り添える会場輸送バス（３枚） 仁平　英紀 東京交通新聞社
秀　　作
お台場夕景（３枚） 浅山　博子 一般応募
笑（３枚） 磯　　秀樹 一般応募
台風の爪痕（３枚） 大嶋　聖三 大分建設新聞社
春の妖精 太田　明男 一般応募
神に捧げる火（３枚） 海原　輝晋 一般応募
刹那道（３枚） 齋藤　泰地 一般応募
青い時間 杉江　輝美 一般応募
ワタシは道化師 鈴木　照男 一般応募
月照白鷺城 細川　弘明 一般応募
インフラを背負う者 丸川　優希 建通新聞社
水路を守る 宮沢　千春 一般応募
ヒロシマ平和のともしび 村上　　泉 一般応募
発電所も開幕を盛り上げ 山口　翔平 日本電気協会新聞部
風との闘い 米子久美子 一般応募
Book‘s（３枚） 米子　浩幸 一般応募
招待作
キリコの舞 復興祈願 宮田　敏幸 一般応募
法要 山中　健次 一般応募

　多数の作品の中から選んでいただき、ありがとうございます。これらの写
真は、大阪・関西万博の電気バスを紙面用に撮影したものです。トルクメニ
スタンパビリオンの屋上から眺めた大屋根リングの景色は、空や海の青、草
木の緑、木材、白い膜材、人々などが重なり合って幻想的でした。その下で
真摯に働く、動くバスの姿が見え、何度もシャッターを切りました。今後も
交通・移動の魅力を発信していきたいと思います。

加盟社特別賞
彩り添える会場輸送バス

仁平英紀 ／ 東京交通新聞社

法要
山中健次／ 一般応募

キリコの舞　復興祈願
宮田敏幸／ 一般応募

発電所も開幕を盛り上げ
山口翔平／ 日本電気協会新聞部

Book 's （3枚組）
米子浩幸／ 一般応募

お台場夕景（3枚組）
浅山博子／ 一般応募

笑（3枚組）
磯　秀樹／ 一般応募

台風の爪痕（3枚組）
大嶋聖三／ 大分建設新聞社

神に捧げる火（3枚組）
海原輝晋／ 一般応募

刹那道（3枚組）
齋藤泰地／ 一般応募

ヒロシマ平和のともしび
村上　泉／ 一般応募

春の妖精
太田明男／ 一般応募

青い時間
杉江輝美／ 一般応募

インフラを背負う者
丸川優希／ 建通新聞社

水路を守る
宮沢千春／ 一般応募

風との闘い
米子久美子／ 一般応募

ワタシは道化師
鈴木照男／ 一般応募

月照白鷺城
細川弘明／ 一般応募

招待作 （過去文科大臣賞受賞者）


